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こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

初
代
佐
賀
市
長
に
就
任
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
信
頼
と
期
待
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

万
市
民
か
ら
の
負
託
を
受
け

２０
ま
し
た
か
ら
に
は
、
１
市
３
町
１

村
の
合
併
時
の
公
約
で
も
あ
り
ま

す
、
新
市
建
設
計
画
を
尊
重
し
な

が
ら
、
新
生
佐
賀
市
の
歩
む
べ
き

道
筋
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
が
、

初
代
佐
賀
市
長
で
あ
る
私
の
責
務

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
私
の
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す
「
公
平
・
公
正
」
な
市
政
の

も
と
、
行
財
政
改
革
や
産
業
の
活

性
化
、
教
育
問
題
等
、
山
積
す
る

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
あ
な
た
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
き
、

市
民
の
感
覚
で
考
え
、
そ
し
て
行

動
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市

役
所
は
、
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
機
関

で
あ
り
ま
す
の
で
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
、
市
民
の
立
場
に
た
っ
て

仕
事
を
行
う
よ
う
意
識
の
醸
成
に

努
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

合
併
に
よ
り
旧
１
市
３
町
１
村

は
長
い
歴
史
を
一
旦
閉
じ
て
、
新

し
い
歴
史
を
刻
み
始
め
た
訳
で
す

が
、
長
い
歴
史
の
営
み
の
中
で
ご

苦
労
を
さ
れ
た
多
く
の
先
人
の
思

い
を
受
け
と
め
、
歴
史
、
文
化
な

ど
の
資
産
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
歴
史
に
恥
じ
な
い
仕

事
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
新
佐
賀
市
を
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

環
境
問
題
を
解
決
し
、
総
合
的
な

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
に
、

市
内
事
業
所
に
対
し
て
環
境
経
営

の
導
入
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
環
境
省
が
作
成
し
た
環

境
経
営
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン　

」
を
率
先
的
に
取
り
組

21

む
事
業
所
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
佐

賀
大
学
を
は
じ
め
９
社
の
事
業
所

（
下
記
参
照
）
か
ら
参
加
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
事
業
所
は
研
修
を
受
け
な

が
ら
、
独
自
の
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
定
め
、
実
施
し
、
来
年
４
月

ご
ろ
に
認
証
・
登
録
事
業
者
と
な

る
た
め
の
審
査
を
受
け
る
予
定
で

す
。

■エコアクション21とは……
　環境省が中小企業向けに作成した環境
マネジメントシステム。幅広い事業者が
容易に環境配慮の取り組みを進めること
ができるように作成されています。環境
への取り組みを効果的に行うシステムを
構築・運用・維持し、環境への目標を持
ち、行動し、結果を取りまとめ、評価し、報
告するための手法です。
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・北原商事�　　　　　　　　・�佐賀県環境科学検査協会

・佐賀スバル自動車�　　　　・佐賀大学

・�ジェイスタッフ　　　　　・テクノホーム�

・葉隠設備工業�　　　　　　・松尾工業�

・井和会 諸井会計グループ　　　　　　　（アイウエオ順）

◎問い合わせ　本庁　環境課　環境企画係　�４０・７２０１
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

と
は
？

�　

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
民
意
見
聴

取
制
度
で
す
。

　

市
の
計
画
や
条
例
等
の
案
を
事

前
に
公
表
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
伺
い
、
ご
意
見
と
ご
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
考
慮
し
て
最
終
案

を
作
り
上
げ
て
い
く
一
連
の
手
続

き
で
す
。（
左
の
図
を
参
照
）

�　

制
度
の
目
的
は
？

�　

市
民
の
行
政
へ
の
参
加
手
続

を
ル
ー
ル
化
し
、
市
政
運
営
の
透

明
性
・
公
平
性
の
向
上
を
図
り
、

市
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�　

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
意
見
を
聞

く
制
度
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

�　

市
民
説
明
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
等
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
実
施

す
る
か
ど
う
か
は
、
任
意
で
し
た

が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
は
、
要
綱
で
定
め
る
一
定
の

政
策
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
こ
の

手
続
き
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。

�　

い
つ
意
見
募
集
が
実
施
さ
れ

て
い
る
か
を
ど
の
よ
う
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
？

�　

意
見
募
集
を
行
う
場
合
は
、

必
ず
市
報
に
、
案
件
名
、
募
集
期

間
、
計
画
や
条
例
案
等
の
概
要
、

公
表
先
、
意
見
提
出
方
法
を
掲
載

し
ま
す
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
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き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�　

対
象
と
な
る
案
件
以
外
で
も

市
政
に
対
し
て
、
意
見
を
提
出
で

き
ま
す
か
？

�　

市
で
は
「
市
政
へ
の
提
言
」

制
度
を
設
け
て
、
常
時
市
政
に
対

す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
、
市
立
図
書
館
な
ど
市
の

公
的
施
設
に
提
言
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�������	
��

【公表方法】

計画や条例案等の策定の意思決
定前に、その案を市報、ホーム
ページ、情報公開コーナー、政
策等の担当課で公表します。

【意見の提出方法】

担当課に書面での提出、郵送、
ファクス、電子メールで受け
付けています。募集期間は、
おおむね１カ月間です。

【市の考え方の公表】

寄せられたご意見を基に計画
や条例案等の策定の意思決定
を行います。その後、意見の概
要と市の考え方を市報、ホーム
ページ、情報公開コーナー等で
公表します。
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月　

日
執
行
の
佐
賀
市
議
会

１０

２３

議
員
選
挙
に
お
け
る
投
票
者
総
数

と
投
票
総
数
の
相
違
に
つ
き
ま
し

て
、
次
の
と
お
り
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

１　

相
違
の
概
要

　

開
票
所
に
お
い
て
、各
投
票
所
か

ら
送
致
さ
れ
た
投
票
箱
を
開
き
集

計
し
た
投
票
総
数
と
、各
投
票
所
か

ら
報
告
を
受
け
集
計
し
た
投
票
者

総
数
に　

票
の
相
違
が
生
じ
た
。

１３

２　

調
査
の
方
法

　

①
投
票
用
紙
残
枚
数
の
確
認

　

②
投
票
所
用
選
挙
人
名
簿
の
投

票
済
チ
ェ
ッ
ク
数
の
確
認

　

③
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）

の
枚
数
確
認

　

④
投
票
所
用
選
挙
人
名
簿
と
投

票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
の

突
合

　

⑤
投
票
録
、
投
票
用
紙
等
受
払

計
算
書
及
び
投
票
状
況
速
報

（
確
定
）数
の
点
検

　

⑥
投
票
管
理
者
及
び
同
職
務
代

理
者
の
聞
き
取
り
抽
出
調
査

３　

調
査
期
間
及
び
従
事
職
員
数

　
　

月　

日
〜　

月
３
日

１０

２５

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

日
間
）

１０

　

延
べ
従
事
職
員
数
１
５
２
人

４　

調
査
結
果
の
概
要

　

①
投
票
用
紙
残
枚
数
に
つ
い
て

は
、
全
て
の
投
票
所
で
交
付

数
か
ら
投
票
者
数
を
差
し
引

い
た
数
と
残
枚
数
が
一
致
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
投
票
所
で

の
投
票
用
紙
抜
き
取
り
は
否

定
さ
れ
た
。

　

②
投
票
所
で
回
収
し
た
投
票
所

入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
の
枚
数

に
つ
い
て
は
、
回
収
漏
れ
は

な
く
、
投
票
者
数
と
同
数
で

あ
っ
た
。
こ
れ
と
①
の
結
果
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よ
り
、
一
人
に
２
票
渡
し
た

可
能
性
も
な
く
な
っ
た
。

　

③
選
挙
人
名
簿
と
投
票
所
入
場

券
の
突
合
に
よ
り
、
全
体
で

選
挙
人
名
簿
の
投
票
済
チ
ェ

ッ
ク
漏
れ
は　

件
で
あ
っ
た
。

５３

　
　
　

投
票
所
用
選
挙
人
名
簿
の

投
票
済
チ
ェ
ッ
ク
数
に
つ
い

て
は
、　

投
票
所
で
投
票
者

２７

数
と
合
致
し
、
残
り
の　

投
２３

票
所
に
つ
い
て
は
、
投
票
者

数
を
下
回
り
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ

が
見
ら
れ
た
。

　
　
　

混
雑
を
考
慮
す
る
と
、

チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
は
予
想
範
囲

内
で
あ
る
。
な
お
、
投
票
者

数
を
上
回
る
チ
ェ
ッ
ク
数
の

投
票
所
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
過
剰
に
用
紙
を
渡
す

よ
う
な
不
正
は
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　

④
投
票
録
、投
票
用
紙
等
受
払

計
算
書
及
び
投
票
状
況
速
報

（
確
定
）数
の
点
検
に
つ
い
て

は
、計
算
間
違
い
等
の
問
題

点
は
な
か
っ
た
。こ
れ
に
よ

り
数
字
の
再
確
認
を
行
っ
た
。

　

⑤
投
票
管
理
者
及
び
同
職
務
代

理
者
の
聞
き
取
り
抽
出
調
査

に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
混

雑
し
て
い
た
と
通
報
が
あ
っ

た
４
投
票
所
を
実
施
し
た
。

　
　

投
票
日
の
混
雑
状
況
、
集
計

作
業
の
手
順
等
を
聞
き
取
り

し
た
結
果
、
一
部
時
間
帯
や

投
票
用
紙
交
付
機
の
不
調
の

時
、
列
が
で
き
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
集
計

作
業
自
体
に
は
問
題
は
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

⑥
さ
ら
に
、
印
刷
さ
れ
た
全
投

票
用
紙
の
使
途
も
全
て
チ
ェ

ッ
ク
し
た
。
総
印
刷
枚
数
は

１
７
７
�
２
８
０
枚
で
あ
る

が
、
予
備
と
し
て
保
管
し
て

あ
っ
た
分
の
枚
数
１
７
�
２

８
０
枚
と
の
差
は
１
６
０
�

０
０
０
枚
で
あ
り
、
こ
の
数

字
は
投
票
用
紙
全
交
付
枚
数

と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
正

規
に
印
刷
さ
れ
た
投
票
用
紙

の
抜
き
取
り
は
有
り
得
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
る
。

　

右
記
の
調
査
結
果
を
総
合
的
に

検
証
す
る
と
、
投
票
所
用
選
挙
人

名
簿
に
一
部
名
簿
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ

は
存
在
す
る
が
、
投
票
用
紙
残
枚

数
の
結
果
及
び
投
票
所
入
場
券

（
ハ
ガ
キ
）の
回
収
数
は
投
票
者
総

数
と
合
致
し
、
各
投
票
所
か
ら
の

報
告
数
に
間
違
い
は
な
く
、
投
票

用
紙
の
二
重
交
付
も
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
各
投
票

所
か
ら
送
致
さ
れ
た
投
票
箱
を
開

き
集
計
し
た
投
票
総
数
と
、
各
投

票
所
か
ら
報
告
を
受
け
集
計
し
た

投
票
者
総
数
と
の　

票
の
差
は
そ

１３

の
ま
ま
残
る
こ
と
と
な
る
。

５　

選
挙
管
理
委
員
会
の
見
解

　

今
回
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
因
を
究
明
で
き
ず
、
市
民
の
皆

様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

以
上
の
調
査
か
ら
は
、
現
状
で

は
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙

の
管
理
執
行
に 
瑕  
疵 
は
な
か
っ
た

か 

し

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
異
議
の
申

出
が
な
い
場
合
に
は
選
挙
は
有
効

な
も
の
と
し
て
確
定
し
ま
す
。

　

仮
に
、
異
議
の
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
原
因
を
精
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成　

年　

月
４
日

１７

１１

　

佐
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委
員
長　

牟　

田　

清　

敬

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

�　

・
７
３
３
０

４０

　・投票総数
　　開票所集計
　　　　　　１１０,５２１票
　・投票者総数
　　投票所集計
　　　　　　１１０,５０８票
　　　　　　　差１３票
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Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
日
程

■
競
技
時
間

　
　
　
　

７
時　

分
〜
９
時　

分
頃

３０

３０

■
会
場　

佐
賀
市
嘉
瀬
川
河
川
敷

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
南
側
）

■
参
加
機
数　
　

機
３１

　
　
　
　
　
　
（
１
戦
に
つ
き
）

※ 
競
技
・
体
験
搭
乗
と
も
天
候
に

よ
り
順
延
、
中
止
に
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

熱
気
球
大
会
佐
賀
運
営
委
員
会

　

�　

・
９
０
０
０

２９
���������

��������
��������������

�������������

����������
����������������

��������	�����

�����������������	�����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
���
	


�
�
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�

�

�
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������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１１

２２

２７

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１８

　
　
　
　
（
最
終
日
は
、　

時
ま
で
）

１５

■
場
所　

恵
比
須
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
（
呉
服
元
町
８
番
７
号
）

　

阿
波
天
然
藍
染
め
グ
ッ
ズ
、
草

木
泥
染
め
や
泥
染
め
の
大
島
紬
手

作
り
洋
服
、
昔
か
ら
伝
わ
る
柄
・

布
を
今
に
再
現
し
た
バ
ッ
グ
や
正

月
飾
り
・
和
小
物
な
ど
を
展
示
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
普

段
着
と
い
わ
れ
る
き
も
の
た
ち

（
小
紋
、
紬
、
名
古
屋
帯
な
ど
）

も
特
別
出
展
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
銀
天
通
り
商
店
街
振
興

　

組
合

　

�　

・
７
１
８
１

２９

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

小
学
生
が
、
商
品
の
仕
入
れ
か

ら
価
格
設
定
、
販
売
な
ど
商
売
の

す
べ
て
を
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

と
工
夫
で
行
う
『
佐
賀
キ
ッ
ズ
マ

ー
ト
』
が
、
今
年
も
開
催
中
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
テ
ー
マ

を
決
め
、
皆
で
知
恵
を
絞
り
、
協

力
し
あ
っ
て
商
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
姿
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
！

10月27日（木）に呉服町名店街で行われた循誘小学校キッズマートの様子

　

※
出
店
時
間
は
、
売
上
状
況
に

よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０

４０ �������	
��������	
����

��������
�����������

��������	
�����������

���

��������	
�
�������	�
�
�������

���

�������	
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�������	

�������	
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��
�����

����
����

今後の『佐賀キッズマート』開催予定

　
　

月　

日
か
ら「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル

１１

２０

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
」が
始

ま
り
ま
す
。バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の

と
き
よ
り
も
、バ
ル
ー
ン
を
も
っ
と

間
近
に
、も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
大
会
で
す
。

　

バ
ル
ー
ン
体
験
搭
乗
（
係
留
飛

行
）も
あ
り
ま
す
。
バ
ル
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
が
終
わ
っ
て
も
佐
賀
の
空
に

は
バ
ル
ー
ン
が
い
っ
ぱ
い
で
す　
!!



�

新佐賀市誕生記念  新佐賀市誕生記念  ● ● ● ● ● ● ●  

佐賀市民会館40周年記念事業 

　「BSカラオケ塾」は、演歌・歌謡曲を中心としたカラオケ講座番組で、カラオケ･ファンを対象に、オリジ
ナル歌手自らが登場して最高の手本を示し、ゲスト・講師が楽しくカラオケ指導をします。
　
■日　時　　平成１８年１月２２日�
　　　　　　開場／１４時　開演／１５時（予定）　
■会　場　　佐賀市民会館（佐賀市水ヶ江１－２－２０）　
■ゲスト　　渥美二郎、三船和子
■講　師　　「夢追い酒」指導……徳久広司　
　　　　　　「だんな様」指導……岡　千秋
■司　会　　夏木ゆたか、村上由利子アナウンサー
■放送予定　NHK衛星第２放送
　　　　　　平成１８年２月１１日�
　　　　　　１８時～１８時５３分

渥美　二郎 三船　和子

往復郵便はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・名前・電話番号、「返信用表面」に郵便番号・住
所・名前を明記してお申し込みください。
応募多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚で２名入場可）をお送りします。
＊１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
【宛て先】　　〒８４０－８６０１（住所省略可）
　　　　　　　ＮＨＫ佐賀放送局「ＢＳカラオケ塾」観覧係
【締め切り】　１２月１９日�必着

������

出場希望の方には、オーディション・本番とも、課題曲を歌っていただきます。
【課題曲】　男性：「夢追い酒」（渥美二郎）
　　　　  　女性：「だんな様」（三船和子）

往復郵便はがきの「往信用裏面」に、郵便番号・住所・名前・電話番号・性別・年齢・職
業（できるだけ詳しく）・好きな歌手・好きな曲目・一言アピールを明記、さらに「返信用
表面」に郵便番号・住所・名前を明記してお申し込みください。応募はお１人様１通に限り
ます。また、応募多数の場合は抽選によりオーディションへの出場をご案内します。
なお、中学生以下の方は応募できません。

【宛て先】　〒８４０－８６０１（住所省略可）
　　　　　  ＮＨＫ佐賀放送局「ＢＳカラオケ塾」出場係
【締め切り】１２月１９日�必着
＊本番前日の平成１８年１月２１日�に佐賀市民会館でオーディションを行います。
＊オーディションの結果、平成１８年１月２２日�の本番には男性２名・女性２名の方に出演していただきます。

������

■主　催　ＮＨＫ佐賀放送局、佐賀市、�佐賀市文化振興財団
■問い合わせ　ＮＨＫ佐賀放送局「ＢＳカラオケ塾」係
　　　　　　　　�２８・５００９　１０時～１８時（土・日・祝日除く）
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女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な

課
題
で
す
。

　

万
が
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

個
人
の
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ

ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
は
、

大
人
の
責
務
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
行
動
は
、
大
人
社

会
の
反
映
で
す
。

―
ま
ず
は
、
大
人
自
身
か
ら
変
わ

り
ま
し
ょ
う
―

１
、
青
少
年
の
問
題
は
大
人
社
会

の
問
題
で
す
。
大
人
自
身
が
基
本

的
な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
、
青
少
年
の
育
成
環
境
の
整
備

や
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
社
会
風
潮
、
社
会
環
境
の
見

直
し
に
地
域
社
会
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

３
、
青
少
年
の
社
会
的
自
立
や

「
食
」
を
通
じ
て
健
全
な
心
身
を

培
い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

と
い
っ
た
、
社
会
生
活
を
営
む
上

で
基
本
と
な
る
事
柄
の
重
要
性
を

地
域
社
会
で
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

明
日
の
日
本
を
担
う
青
少
年
の

心
身
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
育

む
た
め
に
そ
し
て
ま
た
、
地
域
の

大
人
、
一
般
市
民
が
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
地
域
で
守

る
」
の
気
持
ち
で
青
少
年
の
非
行

防
止
と
健
全
育
成
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

◇
講　

座　

『
携
帯
電
話
の
安
心
・
安
全
教
室
』

◇
実
演
者

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ア
イ
九
州
�

　
　
　
　
　
　

西
村
友
美

■
日
程　
　

月　

日
�

１１

２９

■
受
付
開
始　
　

時　

分
〜

１２

３０

　

開　
　

会　
　

時　

分
〜

１３

３０

■
場
所　

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無　

料

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

青
少
年
課

　

青
少
年
指
導
係

　

�　

・
２
３
３
１

２４
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�
�
�
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�
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誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
解

決
策
が
見
い
だ
せ
る
と
思

い
ま
す
。

　

佐
賀
市
内
に
お
け
る
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
に
関
す
る
相
談
は
、

下
記
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
相
談
は
す
べ
て

無
料
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
室

　

�　

・
７
０
１
４

４０
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女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク　



�

●
自
己
負
担
限
度
額

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

佐
賀
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
で
、病
気
や
け
が
で
病
院
に
か
か
り
、月
の
一
日
〜
末
日（
暦
月
）ま
で
の
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
、自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え
た
分
が
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 　

歳
未
満
の
場
合
、
同
じ
人
が
、
同
じ
月
に
、
同

７０
じ
医
療
機
関
（
入
院
と
外
来
、
歯
科
と
医
科
は
別
計

算
。
総
合
病
院
の
場
合
は
診
療
科
ご
と
に
計
算
）
に

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 
４
回
目
以
降
と
は
、
過
去　

カ
月
間
に
同
一
世
帯

１２

で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
の

こ
と
で
す
。

　

佐
賀
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
で
高
額
療
養

費
の
支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、
診
療
月
の
２
カ
月

後
の
月
末
ご
ろ
（
医
療
費
の
審
査
等
で
遅
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
時
に
は
、
診
療
時
の
領
収
書
、
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
世
帯
主
名
義
の
口
座
番
号
（
郵
便
局

は
除
く
）
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
（
本　
　

庁
）　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

・
７
２
７
１

４０

　
（
諸
富
支
所
）　

保
健
福
祉
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

・
２
１
３
１

４７

　
（
大
和
支
所
）　

保
健
福
祉
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

・
２
４
２
５

５１

　
（
富
士
支
所
）　

保
健
福
祉
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

・
２
１
１
４

５８

　
（
三
瀬
支
所
）　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

・
２
１
１
１

５６

４回目以降3回目まで

40,200円
72,300円

 医療費が241,000円を超えた場合 

72,300円＋（医療費の総額ー
241,000円）×1％

一般

77,700円
139,800円

 医療費が466,000円を超えた場合 

139,800円＋（医療費の総額ー
466,000円）×1％

上位所得者

24,600円35,400円市民税
非課税世帯

注）上位所得者：国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控
除後の総所得金額等が670万円を超える世帯

入院＋外来
（世帯単位）

外来のみ
（個人単位）

40,200円12,000円一般

72,300円
 医療費が361,500円を超えた場合 

72,300円＋（医療費の総額ー
361,500円）×1％40,200円一定以上

所得者

40,200円
（４回目以降）

24,600円8,000円低所得Ⅱ

15,000円8,000円低所得Ⅰ

注）・低所得Ⅱ：70歳以上で国保世帯全員が市民税非課税の人
　  ・低所得Ⅰ：70歳以上で、国保世帯全員が市民税非課税か

つ世帯の総所得が0円となる人（例：単身世帯の場合で、
収入が年金のみで６５万円以下の人）

○７０歳以上の場合（老人医療受給者を除く） ○７０歳未満の場合

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

■
受
給
に
必
要
な
条
件

　

国
民
年
金
に
加
入
中
ま
た
は

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
間
に
、

６０

６４

病
気
や
け
が
で
障
害
者
と
な
っ

た
と
き
な
ど
に
、
初
め
て
医
者

に
か
か
っ
た
日
（
初
診
日
）
の

前
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
な
条
件
で
す
。

�
初
診
日
の
月
の
前
々
月
に
お

い
て
保
険
料
納
付
済
期
間
が

（
免
除
期
間
を
含
む
）が
加
入
期

間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
。

�
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
に
お
い
て
の
１
年
間
は
保
険

料
未
納
期
間
が
な
い
こ
と
。

（
こ
の
受
給
要
件
は
、
平
成　
２８

年
３
月　

日
ま
で
で
す
。）

３１

※　

歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

２０
合
に
は
、　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０

（
障
害
認
定
日
が　

歳
以
後
の

２０

時
に
は
障
害
認
定
日
）
か
ら
、

障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
が
い
の
認
定

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
認

定
日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
ヵ

月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
１

年
６
カ
月
を
経
過
し
な
い
で
も

症
状
が
固
定
し
た
日
）
に
お
い

て
、
障
が
い
の
程
度
が
政
令
で

定
め
ら
れ
た
障
害
等
級（
１
級
・

２
級
）
に
よ
っ
て
障
が
い
の
状

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

態
に
該
当
し
た
と
認
定
さ
れ
た

と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
障
が
い
の
程
度
が
障
害
認
定

日
に
障
害
等
級
に
該
当
す
る
状

態
に
な
く
て
も
、　

歳
ま
で
に

６４

重
症
化
し
て
、
障
害
等
級
に
該

当
す
る
場
合
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
基
礎
年
金
額

　
（
平
成　

年
度
分
）

１７

１
級
障
害
９
９
３
�
１
０
０
円

２
級
障
害
７
９
４
�
５
０
０
円

■
請
求
先

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
人
や

　

歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
人
は

２０佐
賀
市
役
所
に
、
厚
生
年
金
や

第
３
号
被
保
険
者
加
入
中
に
初

診
日
の
あ
る
人
は
社
会
保
険
事

務
所
や
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に

請
求
し
ま
す
。 

※
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
、

異
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
要
件

を
満
た
し
、
障
が
い
を
お
持
ち

で
あ
れ
ば
本
庁
保
険
年
金
課
国

民
年
金
室
お
よ
び
各
支
所
国
民

年
金
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
民
年
金
室
�　

・
７
２
７
５

４０

（
各
支
所
は
上
記
番
号
参
照
）



�

３
Ｒ
と
は
次
の
3
つ
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

① 
R
e
d
u
c
e
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
ご
み
を
減
ら
そ
う

　

ま
ず
は
、
で
き
る
だ
け
ご
み
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

無
駄
な
も
の
は
買
っ
た
り
、
も

ら
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

② 
R
e
u
s
e
（
リ
ユ
ー
ス
）
繰

り
返
し
使
お
う

　

次
に
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

は
す
ぐ
に
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

別
の
使
い
方
が
で
き
な
い
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
繰
り
返
し
使
え

る
も
の
は
、
洗
っ
た
り
修
理
し
た

り
し
て
使
う
よ
う
に
し
ま
す
。

③ 
R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク

ル
）再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ
う

　

そ
し
て
、ど
う
し
て
も
ご
み
と
し

て
捨
て
る
と
き
に
は
、大
切
な
資
源

と
し
て
活
か
せ
る
よ
う
に
正
し
く

分
け
て
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

み
ん
な
で
�
３
Ｒ
�
を
実
践
し
て

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�

リサちゃん

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

　

市
町
村
合
併
後
の
ご
み
の
収

集
・
処
理
等
は
、
当
面
の
間
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
旧
市
町
村
の
区
割

り
・
や
り
方
で
行
い
ま
す
。
ご
み

処
理
施
設
の
統
廃
合
に
併
せ
て
統

一
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
場
合
は

　
　
　
　
　

�

住
所
地
を
置
く
旧
市
町
村
の
処
理

施
設
へ

指
定
ご
み
袋
は

　
　

�

住
所
地
を
置
く
旧
市
町
村
の
指
定

ご
み
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁
環
境
課
ご
み
減
量
推
進
係

　

�　

・
２
４
３
０

３０

（
諸
富
支
所
）

　

環
境
下
水
道
課　

環
境
係

　

�　

・
２
１
３
１　

４７

（
大
和
支
所
）

　

環
境
下
水
道
課　

環
境
係

　

�　

・
２
４
２
１　

５１

（
富
士
支
所
）

　

環
境
下
水
道
課　

環
境
係

　

�　

・
２
１
１
７　

５８

（
三
瀬
支
所
）

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課　

環
境
係

　

�　

・
２
１
１
１　

５６
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
��

★ 
黄
色
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用

ご
み
袋
は
、
燃
え
る
ご
み
の
袋
と

し
て
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
黄
色

１８

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
ご
み
袋
は

ご
利
用
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
使
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁
環
境
課
ご
み
減
量
推
進
係

　

�　

・
２
４
３
０

３０

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
エ
コ
プ
ラ
ザ
（
佐
賀
市

　

高
木
瀬
町
大
字
長
瀬
２
３
６
９

　

佐
賀
市
清
掃
工
場
内
）

　

�　

・
0
5
2
0

33

【
休
館
日
】
水
曜
日

【
開
館
時
間
】　

時
〜　

時

１０

１７

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.saga-ecoplaza.jp/

�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
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�
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��
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���	������������	
��

※掲載時には交渉が成立している場合があります。（11月1日現在）

　

今
か
ら
冬
の
季
節
が
き
ま
す
。

　

冬
は
電
力
消
費
が
多
い
季
節
で

す
。
皆
さ
ん
で
、
冬
の
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
冬
の
省
エ
ネ
】

冷
蔵
庫
の
冷
蔵
強
度
を
弱
く
す
る
。

【
お
す
す
め
理
由
】

　

一
旦
、
冷
蔵
庫
の
強
度
を
弱
く

す
る
だ
け
で
、
春
ま
で
手
軽
に
省

エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
省
エ
ネ
効
果
（
例
）】

　

周
囲
温
度　

℃
で
、
設
定
温
度

１５

を
「
強
」
か
ら
「
中
」
に
し
た
場

合
、
年
間
１
�
７
７
０
円
の
節
約
。

年
間
C
O　　
　

・
７
�
削
減

　２

２７

（
出
典：

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
企
画
係

　

�　

・
７
２
０
１

４０
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������

�
�
�
�
�
�
�

中 
弱 強 
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�
�
�
�
�
�
�	


�
�

　

合
併
に
伴
い
、
旧
諸
富
町
、
旧

大
和
町
、
旧
富
士
町
、
旧
三
瀬
村

の
地
域
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設

置
し
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
で
は
、
新
市
建
設

計
画
の
変
更
に
関
す
る
こ
と
、
新

市
の
基
本
構
想
の
作
成
に
関
す
る

こ
と
や
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
等
に
つ
い
て
、
審
議
し
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
設
置
対
象
区
域

に
住
所
を
有
す
る
方
で
「
自
治
会

を
代
表
す
る
者
」「
公
共
的
団
体
等

を
代
表
す
る
者
」「
学
識
経
験
を
有

す
る
者
」「
公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ

た
者
」
か
ら
な
る　

名
以
内
の
委

１５

員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
対
象　

審
議
会
の
設
置
対
象
区
域

に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上
の
方

２０

■
募
集
人
員

　

地
域
ご
と
に
３
名
程
度

■
任
期　

２
年
間

■
報
酬　

市
規
定
の
委
員
報
酬

■
募
集
方
法　

新
「
佐
賀
市
」
と

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
作
文
（
タ
イ

ト
ル
自
由
・
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
２
枚
程
度
）と
履
歴
書（
写

真
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
様
式
は
自
由
）

■
提
出
方
法　

本
庁
企
画
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課
へ
持
参
・
郵

送
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法　

作
文
と
面
接
に
よ

り
選
考
し
、
結
果
に
つ
い
て
は

通
知
い
た
し
ま
す
。

■
締
め
切
り　
　

月　

日
�

11

25

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
そ
の
他　

審
議
会
は
各
地
域
ご

と
に
随
時
、
開
催
し
ま
す
が
、

開
催
回
数
は
未
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

企
画
課

　

地
域
振
興
係　

�　

・
７
０
３
９

40

　

な
お
、
各
支
所
の
総
務
課
へ
も

お
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

募
　
　
集 

�
�
�
�
�
�
�
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市
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
・
同
和

問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、「
人

権
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　
　

月
１
日
�

12

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

13

30

15

30

■
場
所　

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

■
内
容

�
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式

�
人
権
ふ
れ
あ
い
講
演
会

　

テ
ー
マ
「
私
の
出
会
っ
た
日
本

　

の
か
た
ち
、
日
本
の
こ
こ
ろ
」

　

講
師　

ロ
バ
ー
ト　

ワ
ト
ソ
ン

※
託
児
、
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　

託
児
（
無
料
）
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

人
権
・
同
和
政
策
課

　

人
権
啓
発
係
�　

・
７
３
６
７

40

　

冒
険
遊
び
場
の
プ
ロ
の
プ
レ
イ

リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
、
こ
ど
も
と

お
と
な
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、「
遊
び
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
　

月　

日
（
水
・
祝
）

11

23

　
　
　
　
　

時
〜　

時

13

17

■
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ぽ
れ
ぽ
れ
（
呉
服
元

町
２
番　

号
）

10

■
講
師　

松
田
秀
太
郎
氏
（
日
本

冒
険
遊
び
場
づ
く
り
協

会　

運
営
委
員
）

■
日
時　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

11

26

13

17

　
　
　
　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

11

27

10

17

■
場
所　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
主
な
対

象：

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

S
A
G
A
（
サ
ー
ガ：

佐
賀
冒

　

険
遊
び
場
の
会
）（
小
林
）

　

�
０
９
０
・
５
２
８
２
・
０
９
５
２

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
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■
参
加
料　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
定
員　

名
）

３０

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

S
A
G
A
（
サ
ー
ガ

：

佐
賀
冒

　

険
遊
び
場
の
会
）（
柴
田
）

　

�
０
８
０
・
３
１
８
２
・
９
６
５
８

　

E
メ
ー
ル

vivaasobiba@
yahoo.co.jp

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
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�
�
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１
カ
月
以
内
に
た
ば
こ
を
や
め

た
い
と
思
っ
た
ら
、
禁
煙
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

一
人
ひ
と
り
に
担
当
保
健
師
が

つ
い
て
、
あ
な
た
の
禁
煙
を
助
け

ま
す
。

　

初
回
指
導
時
に
は
、
禁
煙
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
禁
煙
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
参
加
費
無
料

■
対
象
者　

今
後
１
カ
月
以
内
に

禁
煙
を
希
望
す
る
旧
佐
賀
市
内
居

住
者

■
内
容　

初
回
指
導
／
保
健
師
と

の
面
接
（
１
時
間
程
度
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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現
在
、
離
職
し
て
い
る
方
々
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し

て
い
る
職
業
に
必
要
な
技
術
、
技

能
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
訓
練
科　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
・
金
属
加
工
科
・

電
気
設
備
科
・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
・

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

■
応
募
資
格　

雇
用
保
険
受
給
資

　

格
者
等
離
職
者
お
よ
び
求
職
者

■
申
し
込
み
期
限　
　

月
６
日
�

12

■
選
考
面
接
日　
　

月　

日
�

12

19

■
入
所
年
月
日

　

平
成　

年
１
月
５
日
�

18

■
修
了
年
月
日

　

平
成　

年
６
月　

日
�

18

28

■
申
し
込
み
先　

公
共
職
業
安
定
所

◎
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力

　

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
４
２
３
１

24



��

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

　

市
で
は
保
護
者
の
方
が
病
気
や

出
産
な
ど
の
理
由
で
、
お
子
さ
ん

を
一
時
的
に
養
育
で
き
ず
、
ほ
か

に
養
育
す
る
方
が
い
な
い
場
合
に

児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
お
子
さ

ん
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
利
用
期
間

　

原
則
と
し
て
、
７
日
以
内

※
利
用
期
間
中
、
お
子
さ
ん
は
施

設
で
寝
泊
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
実
施
施
設　

佐
賀
清
光
園
・
聖

華
園
・
み
ど
り
園

【
平
成　

年
度
利
用
料
】

17

　

一
日
あ
た
り
の
利
用
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

��
�
�
�
�
�
	


�

※ 
母
子
家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭

の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
、

利
用
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課　

　

子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
係

　

�　

・
７
２
８
９

40

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

����������
�������
��������

�������	��������
�����
����

����������������
�����
�����

����������

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
保
育
園
（
所
）
や
幼

稚
園
へ
の
送
り
迎
え
な
ど
、
子
育

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人
と

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

が
会
員
と
な
っ
て
、
相
互
援
助
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

子
育
て
の
支
援
が
必
要
な
方
は

「
依
頼
会
員
」
と
し
て
随
時
受
付

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
本
庁
こ
ど
も
課
で
事
前
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。（
後
日
、
提

供
会
員
と
顔
合
わ
せ
を
し
て
支
援

内
容
に
関
す
る
事
前
打
ち
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
）

■
資
格

・
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務

し
て
い
る
方

・
生
後
６
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
方

■
申
し
込
み
方
法

・
入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
ま
す
。

・　

分
程
度
の
事
業
説
明
を
受
け

30て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
援
助
で
き
る
内
容
】

・
保
育
施
設
の
保
育
開
始
時
間
ま

で
や
保
育
終
了
後
の
子
ど
も
の

預
り

・
保
育
施
設
な
ど
へ
の
子
ど
も
の

送
迎

・
そ
の
他
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
の
た
め
に
必
要
な
援
助
な
ど

【
利
用
料
の
基
準
】

・
月
曜
日
〜
金
曜
日
７
時
〜　

時
19

（
１
時
間
６
０
０
円
）

・
右
記
時
間
外
お
よ
び
土
・
日
・

　
　

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

18
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
、
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る

女
子
を
入
所
保
護
す
る
と
と
も
に
、

自
立
の
促
進
の
た
め
に
そ
の
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

　

母
子
家
庭
を
安
ら
か
な
環
境
の

も
と
に
保
護
し
、
生
活
、
住
宅
、

教
育
、
就
職
な
ど
助
言
・
指
導
し
、

母
子
家
庭
が
社
会
生
活
に
適
応
し
、

自
立
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

ま
す
。

・
居
室
は
世
帯
ご
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
風
呂
は
共
同
で
す
。

・
光
熱
水
費
、
食
費
な
ど
は
個
人

負
担
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

・
世
帯
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
費

用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

・
入
所
要
件
、
費
用
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課
子
育
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
係
�　

・
７
２
８
９

40

�
尿
検
査
（
ニ
コ
チ
ン
依
存
度

チ
ェ
ッ
ク
）

�
禁
煙
の
コ
ツ
や
方
法
に
つ
い
て

�
禁
煙
開
始
日
の
設
定

※
そ
の
後
３
カ
月
間
、
面
接
・
電

話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

※
た
ば
こ
の
煙
に
困
っ
た
時
に
使

う
『
健
康
増
進
法
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
』
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

12

16

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課

　

保
健
予
防
係
�　

・
７
２
８
１

40

祝
日
（
１
時
間
７
０
０
円
）

※
「
提
供
会
員
」（
子
育
て
を
応
援

し
た
い
方
）、「
両
方
会
員
」（
依
頼
・

提
供
の
両
方
に
登
録
し
た
い
方
）

は
、
事
前
講
習
を
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
次
回
は
平
成　

年
２

18

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
）

※
近
所
に
提
供
会
員
が
い
な
い
場

合
は
、
援
助
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー（
本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
係
）
�　

・
７
２
８
８

40

�
�
�
�
�
�
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佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
ま
た
は
老
人
医
療
受
給
者
で
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
減
額

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
入
院
し
た
と
き
の

食
事
代
等
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
認
定
証
交
付

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
さ
れ
た
月
か
ら
の
認
定
に
な
り

ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
世
帯
主
の
認
め
印

（
老
人
医
療
受
給
者
の
場
合
は
老

　

人
医
療
受
給
者
証
、
認
め
印
）

※
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

給
付
係　

�　

・
７
２
７
１

４０

　

老
人
医
療
係　

�　

・
７
２
７
４

４０
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■
日
時　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

11

27

14

17

■
会
場　

佐
賀
市
文
化
会
館

　
　
　
　
（
３
階
小
会
議
室
）

■
入
場
料　

無
料

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

　

唐
津
赤
十
字
病
院
皮
膚
科
部
長

　
　
　
　

望
月
良
子　

先
生

　

龍
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

　
　
　
　

龍　

誠
治　

先
生

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
皮
膚
科

　

�　

・
２
１
７
１

24

�
�
�
�
�
�

　

在
宅
で
重
度
の
心
身
に
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
巡
回

療
育
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
相

談
料
無
料
。

■
日
時　
　

月
２
日
�

12

　
　
　
　

受
付　

時
〜　

時

10

14

■
場
所　

久
保
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

11

25

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
重
症
心
身
障
害
児
を
守

　

る
会

�
０
９
５
４
・　

・
６
２
８
５

６２

（
会
長：

杉
原
）　

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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（
食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
の
障
害
）で
お
困
り
の
方
々

を
対
象
に
、佐
賀
県
言
語
聴
覚
士

会
に
よ
る「
こ
と
ば
の
相
談
会
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。相
談
を
ご
希
望

の
方
は
は
が
き
、ま
た
は
電
話
に

て
予
約
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

11

27

14

16

■
場
所　

ア
バ
ン
セ

　
　
　
（
天
神
３
丁
目
２
番　

号
）

11

■
対
象　

こ
と
ば
の
障
害
、
聞
こ

え
の
障
害
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
の

あ
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族

■
料
金　

無
料

■
予
約
申
し
込
み　

は
が
き
ま
た

は
電
話
に
て
予
約
が
必
要
で
す
。

（　

月　

日
ま
で
）

11

18

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
６
・
０
０
０
３　

多
久

　

市
北
多
久
町
大
字
多
久
原
２
４

　

１
４
の
７
０　

諸
隈
病
院　

リ

　

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
言
語
聴

　

覚
療
法
室　

言
語
聴
覚
士

　

緒
方
和
則

　

�　

・
２
１
０
０

74

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

　

佐
賀
市
を
中
心
に
自
主
的
・
自

発
的
に
社
会
性
を
伴
う
活
動
を

�
�
�
�
�
�
�
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市
で
は
、
市
内
の
企
業
が
持
つ

独
自
の
技
術
・
商
品
等
の
情
報
を

広
く
全
国
に
向
け
て
発
信
し
、
シ

■
日
時　
　

月　

日
�　

時
〜　

時

11

27

14

15

■
会
場　

佐
賀
市
文
化
会
館

　
　
　
　
（
３
階
大
会
議
室
）

■
入
場
料　

無
料

■
講
演

　
「
褥
瘡
・
除
圧
と
ス
キ
ン
ケ
ア
」

講
師　

佐
賀
大
学
医
学
部
皮
膚
科

　
　
　

講
師　

三
砂
範
幸　

先
生

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
立
病
院
好
生
館　

皮
膚
科

　

�　

・
２
１
７
１

２４

�
�
�
�
�
��
	


�

�
�

　

こ
と
ば
の
障
害
や
摂
食
・ 
嚥  
下 

え
ん 
げ

行
っ
て
い
る
２
６
７
団
体
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
た
『
市
民
活
動

団
体
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
０
５
』

を
作
成
し
ま
し
た

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ど
ん
な
活
動

が
あ
る
の
か
知
り
た
い
方
、
市
民

活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
興
味
の
あ
る
方
、

自
分
た
ち
の
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
た
い
団
体
の
方
な
ど
、

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
の
市
民

活
動
プ
ラ
ザ
ま
で
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
切
手
３
１
０

円
分
を
同
封
の
上
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
左
記
あ
て

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０
・
０
８
０
１　

佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁
目
８
番　

号　
32

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階

　

佐
賀
市
役
所　

市
民
活
動
推
進

　

課　

市
民
活
動
推
進
係　

　

�　

・
７
０
７
８　
　

40

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

・
２
０
５
０

40

　

Ｅ
メ
ー
ル　

　

katsudo@
city.saga.lg.jp

が
見
直
さ
れ
、
食
費
が
自
己
負
担

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
記
載
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
読
み

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
変
更
後
）

（
五
）
頁　

注
意
事
項
七

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
に

支
払
う
金
額
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
一
割
で
す
。（
居
宅
介
護
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
払
額
は
あ

り
ま
せ
ん
）

（
六
）
頁　

注
意
事
項
十
一
の
証

有
効
期
限
の
記
載
も
無
く
な
り
ま

し
た
が
、広
域
連
合
で
は
平
成　

年
18

３
月
に
証
の
更
新
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
現
在
の
証

を
読
み
替
え
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

　

業
務
課　

�　

・
１
１
３
５

40
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施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保

険
証
（
老
人
の
場
合
は
老
人
医
療

受
給
者
証
）
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
治
療
費
は
、
本

来
加
害
者
が
支
払
う
べ
き
も
の
で

す
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
（
老
人

の
場
合
は
老
人
保
健
）
は
一
時
的

に
立
て
替
え
る
だ
け
で
、
後
で
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、

ま
ず
、
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、国
民
健
康
保
険
証（
老

人
の
場
合
は
老
人
医
療
受
給
者

証
）
で
治
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、

必
ず
左
記
に
も
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

注
意：

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
、

保
険
証
に
明
記
さ
れ
て
い
る
保
険
者

に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

給
付
係　

�　

・
７
２
７
１

４０

　

老
人
医
療
係　

�　

・
７
２
７
４

４０
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ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
発

見
！
佐
賀
市
の
元
気
企
業
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
お
り
、
た

だ
い
ま
、
企
業
の
登
録
を
受
付
中

で
す
。

　
「
発
見
！
佐
賀
の
元
気
企
業
」で

は
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
市
内

の
製
造
業
に
関
わ
る
企
業
（
現
在
、

４
４
４
社
）
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
し
て
お
り
、
そ
の
情
報
を

簡
単
に
閲
覧
、
検
索
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
く
の
人
へ
向

け
て
の
企
業
の
技
術
力
、製
品
情

報
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、新
規
分
野
で

の
新
た
な
販
路
の
獲
得
な
ど
が
期

待
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、登
録
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
随
時
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
ご
利
用
で
き
な
い
方
で
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）

「
発
見
！
佐
賀
の
元
気
企
業
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.saga-genki.jp/

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課　

工
業
振

興
係　

�　

・
７
１
０
１

40
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■
日
時　
　

月
４
日
�

12

　
　

時　

分
開
場　
　

時
開
演

13

30

14

■
場
所　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

　

高
校
生
以
下　

６
０
０
円

　
　
　
（
前
売　

５
０
０
円
）

　

一
般　

１
�
１
０
０
円

　
　
　
（
前
売　

１
�
０
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
佐
賀
市
文
化
会
館

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
民
吹
奏
楽
団
事
務
局

�
０
８
０
・
５
２
０
１
・
１
４
０
５

本
庁　

観
光
･
文
化
課　

文
化
係

�　

・
７
１
１
２

４０

�
�
�
�
�
�
�
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�
�

　

平
成　

年
統
計
グ
ラ
フ
佐
賀
市

17

コ
ン
ク
ー
ル
に
多
数
の
応
募
を
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。審
査
の
結
果
、応
募
総
数　
59

点
の
う
ち
特
選
に
５
点
、入
選
に

６
点
、佳
作
に　

点
の
作
品
が
入

１０

賞
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
は
、学
校
を
通
じ
て
、

参
加
賞（
応
募
者
全
員
）お
よ
び
賞

品（
入
賞
者
）を
お
送
り
し
ま
す
。

　

特
選
、
入
選
に
入
賞
さ
れ
た
方

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

第
１
部
（
小
学
校
低
学
年
）

【
特
選
】
中
西
陽
香
（
巨
勢
小
二

年
）【
入
選
】
谷
川
も
え
ぎ
（
附
属

小
二
年
）

第
２
部
（
小
学
校
中
学
年
）

【
特
選
】
味
志
ゆ
う
か
（
西
与
賀

小
四
年
）【
入
選
】
谷
川
葵
（
高
木

瀬
小
四
年
）

第
３
部
（
小
学
校
高
学
年
）

【
特
選
】
栗
林
佑
理
恵
（
新
栄
小

六
年
）【
入
選
】
真
谷
梨
紗
子
（
赤

松
小
六
年
）
江
口
路
実
（
本
庄
小

六
年
）

第
５
部
（
高
校
生
お
よ
び
一
般
）

【
特
選
】
田
代
亜
季
（
佐
賀
商
高

一
年
）【
入
選
】
香
月
舞
（
佐
賀
商

高
二
年
）

第
６
部
（
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ

の
部
）

【
特
選
】
古
賀
萌
子
・
五
郎
川
裕

美
子
（
日
新
小
六
年
）【
入
選
】
豊

田
祐
介
・
剣
菱
純
・
成
松
正
之

（
日
新
六
年
）

　

な
お
、
佳
作
を
含
む
入
賞
作
品

を
左
記
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

月
４
日
�

11

29

12

■
場
所　

市
立
図
書
館
２
階

　

ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

企
画
課　

統
計
係

　

�　

・
７
０
２
６
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捨
て
ら
れ
た
ネ
コ
は
野
良
ネ
コ

と
な
り
ゴ
ミ
を
散
ら
か
す
・
庭
を

フ
ン
等
で
汚
す
等
、
ご
近
所
へ
の

迷
惑
・
苦
情
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

①
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た

時
は
、
必
ず
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
ま
し
ょ
う
。

②
不
幸
な
ネ
コ
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
避
妊
ま
た
は
去
勢
手
術
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
も
ら
い
手
も
見
つ
か
ら
な
い
場

合
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、
市

役
所
お
よ
び
佐
賀
中
部
保
健
所

で
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

４０

　

佐
賀
中
部
保
健
所　

衛
生
対
策
課

　

�　

・
１
９
０
６

３０

※
引
き
取
ら
れ
た
犬
・
ネ
コ
は
処

分
さ
れ
ま
す
。

☆
な
お
、
犬
や
ネ
コ
を
捨
て
る
こ

と
は
、『
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
』
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

《
野
良
ネ
コ
に
エ
サ
だ
け
を
与
え

て
い
る
方
へ
》

　

生
き
物
に
対
し
て
愛
情
を
も
っ

て
接
す
る
気
持
ち
は
人
間
と
し
て

大
切
で
す
。
で
も
本
当
に
そ
れ
だ

け
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
あ
げ
れ
ば
、

他
か
ら
も
野
良
ネ
コ
が
集
ま
り
、

子
ネ
コ
を
産
ん
だ
り
し
て
ま
す
ま

す
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
飼
う
の

で
あ
れ
ば
、
責
任
を
持
っ
て
家
の

中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
ネ
コ
に
よ
る
苦
情
は
ご
近
所
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
も

大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

�
�
�
�
�
�
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■
日
程

　
　

月　

日
�

11

19

　
　

勧
興
小
学
校
運
動
場

　
　

月　

日
�

11

20

　
　

嘉
瀬
川
河
川
敷

　
　

月　

日
�

11

26

　
　

環
境
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
　

月　

日
�

11

27

　
　

神
野
小
学
校
運
動
場

■
時
間

　

午
前
の
部　

時
〜

10

　

午
後
の
部　

時
〜

13

　

※　

月　

日
は　

時
〜　

時

11

20

14

16

　
　
　
（
各
2
時
間
程
度
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

４０
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　高齢者がいつまでも元気でいきいきと過ごすためには、栄養バランスのよい食事と軽い運動を
心掛けて、活動的な毎日を送ることが大切です。また、それに加えて、歯や口の中の健康を保つ
ことも重要です。
　歯や口の状態が悪いと、食欲をなくして、活動量も少なくなり、衰弱や転倒・骨折、認知症な
どが起きやすくなります。

�������	
���
�
□冷たいものや熱いものがしみる
□歯ぐきを押すと膿や血がでる
□抜けた歯があるが、そのままにしている
□入れ歯が合わない気がするが放置している
□全部歯が抜けるまでは入れ歯は使わないことにしている
□ここ数年歯科医院に行っていない
　☆ひとつでもチェックがあった人はできるだけ早く歯科医に相談しましょう。

��������������	
�����
���������

　むし歯も歯周病も予防するためには、お口のお手入れをすることが重要です。
　いつまでも、元気でいきいきと過ごせるように、日々心掛けてお手入れをしましょう。

�������	


�������	
�

①入れ歯ははずして自分の
歯をみがく
②歯ブラシは軽く持ち、強く
こすりすぎない
③歯を１本ずつみがくように
小刻みに動かす
④入れ歯のバネをかけてい
る部分は念入りに磨く
⑤入れ歯の部分や歯のない
部分もきちんとみがく

�������	
��


　歯と歯の隙間は、歯ブラシ
が届きにくく歯垢がたまり
やすいところ。
　つまようじではなくデン
タルフロスや歯間ブラシで
かき出すと効果的です。

�������	
�

①毎食後が基本
　少なくとも１日１回
②必ず、口からはずして流水
で洗う
③専用のブラシでバネや吸
着させる部分もよく洗う
④寝る前に洗浄し、専用の容
器に水や濡れたティッ
シュを入れて保管する
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※１１月２１日�にくれよんロケット、１１月２４日�に西与賀子育てサークル、１１月
２５日�と１２月１５日�にままごっとんに出向きます。

※参加希望の場合は、それぞれの実施日の３日前までに申し込んでください。

������
�������

　平成１８年４月以降の保育所入所
申し込みについては、下記のとおり
１２月から受け付けを行います。事前
に入所申込書を受け取られたうえ
で、受付期間内にお申し込みくださ
い。
　各保育所の保育内容については
佐賀市のホームページでご覧いた
だけます。また、パンフレットを本
庁こども課または各支所保健福祉
課に用意しています。
■申込書配布期間および配布場所
　������から本庁こども課・各
支所保健福祉課・各保育所にて配布
※１２月１日以前の配布は行いませ
んのでご了承ください。
■受付期間および受付窓口
　�������������まで
本庁こども課および各支所保健福
祉課で随時受け付けます。
　先着順ではありませんが、書類に
不備がある場合には受け付けでき
ませんので、期間に余裕をもってお
越しください。
　また、各保育所でも日程を定めて
受け付けを行います。詳しくは12月
1 日号市報をご確認ください。
■入所できる基準
　市内に居住されている方で、児童
と同居している両親等の事情によ
りその児童を保育することができ
ないと認められる場合に入所でき
ます。
※定員を超える申し込みがあった
場合は、公正な方法で選考します。
※18年度中に入所希望の方（育児休
暇明けなど）は、この期間中にお
申し込みください。
◎問い合わせ
　本庁　こども課　保育幼稚園係
　�４０・７２８６

※１２月１５日�に蓮池「蓮子んくらぶ」に出向きます。
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虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
親
の
立
場
よ
り
何
よ
り
も

「
子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
」
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が

い
た
ら
、
す
ぐ
に
市
家
庭
児
童
相

談
室
ま
た
は
県
中
央
児
童
相
談
所

に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ

れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。「
あ
な
た
」
の
実
行
が
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�

ネ
グ
レ
ク
ト
…
…
家
に
閉
じ
こ
め

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中

に
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待
…
…
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
的

扱
い
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

・
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る

虐
待
を
放
置
す
る
こ
と
（
ネ
グ

レ
ク
ト
）

・
子
ど
も
の
目
の
前
で
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を

行
う
こ
と
（
心
理
的
虐
待
）

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談

　
　

佐
賀
県
中
央
児
童
相
談
所

　
　

�　

・
１
２
１
２

２６

　
　

佐
賀
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
　

�　

・
７
２
５
４

４０

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課

　

子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
係

　

�　

・
７
２
８
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先
日
「
A
」
君
か
ら
の
突
然
の

電
話
に
び
っ
く
り
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
は
ず
ん
だ
声
に
心
安
ら
ぐ
思

い
が
し
た
。
高
校
在
学
中
に
非
行

を
お
こ
し
て
退
学
処
分
に
な
り
、

保
護
観
察
に
な
っ
た
「
A
」
君
か

ら
だ
。
彼
の
声
に
過
去
の
で
き
ご

と
な
ど
関
係
な
い
と
感
じ
た
私
は
、

保
護
司
と
し
て
の
安
堵
を
感
じ
た

ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

　

家
庭
で
の
対
話
不
足
か
ら
非
行

の
道
へ
と
走
っ
て
し
ま
っ
た
彼
と

の
出
会
い
が
始
ま
っ
た
。
月
に
数

回
対
象
者
を
自
宅
に
招
く
面
談
日

で
あ
る
。
彼
は
自
分
が
き
め
た
面

談
の
日
に
は
必
ず
訪
問
し
て
く
る
。

そ
し
て
近
況
を
語
り
始
め
る
。
そ

こ
に
は
非
行
の
面
影
な
ん
か
全
く

感
じ
な
い
。
こ
ん
な
に
素
直
な
少

年
が
な
ん
で
非
行
の
道
へ
と
誘
い

こ
ま
れ
た
の
だ
ろ
か
と
自
問
自
答

し
て
み
た
。

　

彼
と
の
話
の
中
か
ら
気
に
な
る

こ
と
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
親
の
言

動
で
あ
っ
た
。「
遊
ん
で
ば
か
り
い

な
い
で
勉
強
し
な
さ
い
。
将
来
は

ど
う
す
る
。」
等
の
く
り
か
え
し
で

あ
っ
た
。「
勉
強
が
で
き
な
い
子
は

ダ
メ
な
子
」
と
決
め
つ
け
る
の
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
に

は
す
ば
ら
し
い
未
来
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
彼
は
親
の
言
動
に
反

抗
し
て
友
達
か
ら
誘
わ
れ
る
ま
ま

に
非
行
へ
の
道
へ
走
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
彼
に
と
っ

て
「
家
庭
」
と
は
一
体
何
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
心
安
ら
ぐ
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
の
彼
は
更
正
し
て
、
一

商
社
の
社
員
と
し
て
元
気
に
暮
ら

し
て
い
る
。
心
配
か
け
た
親
へ
の

仕
送
り
を
し
て
い
る
こ
と
を
彼
か

ら
聞
い
た
と
き
、
彼
と
の
面
談
の

ひ
と
と
き
を
思
い
出
し
た
。
今
度

再
会
し
た
折
に
は
、
ど
ん
な
言
葉

で
迎
え
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

　

保
護
司
と
し
て
、今
日
ま
で「
非

行
の
道
」
へ
と
走
っ
て
し
ま
っ
て

苦
し
み
も
が
く
子
や
親
御
さ
ん
た

ち
の
涙
を
見
る
た
び
に
、
こ
ん
な

悲
し
い
事
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い

よ
う
に
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
社
会
同
和
教
育
指
導
員
・
山
下
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

人
権
･
同
和
政
策
課

　

人
権
啓
発
係
�　

・
７
３
６
７
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身
体
的
虐
待
…
…
殴
る
、
け
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
な
ど

性
的
虐
待
…
…
性
的
行
為
の
強
要
、

性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど

�
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�

�
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恵
比
須
像
は
も
と
も
と
地
域

で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
多
く

紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
も

の
が
大
半
な
の
で
す
が
、
今
回

ご
紹
介
す
る
恵
比
須
さ
ん
は
元

禄
３
年
（
１
６
９
０
年
）
造
立

と
の
紀
年
銘
が
あ
り
、
は
っ
き

り
わ
か
っ
て
い
る
中
で
は
、
文

字
恵
比
須
を
除
け
ば
市
内
で
最

古
の
恵
比
須
に
な
り
ま
す
。

　

立
派
な
木
製
の
ほ
こ
ら
の
中
、

さ
ら
に
小
さ
な
石
の
ほ
こ
ら
の

中
に
小
さ
な
二
体
の
恵
比
須
像

が
ち
ょ
こ
ん
と
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
ほ
こ
ら
周
辺
に
は
ち
り
一

つ
な
く
、
３
０
０
年
以
上
経
っ

た
今
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
て

も
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　
　
（
材
木
二
丁
目
６
番
８
号
）

佐賀の街中のいたるところに
鎮座している「恵比須さん」

皆さんはどのくらいご存じですか？

�������	


《
お
近
く
の
恵
比
須
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
》

　

か
つ
て
三
十
六
万
石
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
た
佐
賀
に
は
た

く
さ
ん
の
恵
比
須
さ
ん
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
自
宅
や
ご

近
所
に
あ
る
恵
比
須
さ
ん
の
珍

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０
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ま
め

　

最
近
、
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
、
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を

襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
国
内
で
は
、

宮
崎
県
が
台
風　

号
に
よ
る
被
害

１４

を
う
け
る
な
ど
、
各
地
で
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
よ
ね
。

　

水
道
局
で
は
、こ
の
よ
う
な
災

害
に
備
え
て
、浄
水
場
な
ど
の
補

強
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
ん
だ
。そ
れ
か
ら
、道
路
下
の
水

道
管
も
、耐
震
型
の
管
に
取
り
換

え
て
い
る
ん
だ
よ
。ま
た
、仮
に
災

害
で
給
水
で
き
な
く
な
っ
た
時
は
、

全
力
で
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
内
の
応
急
給
水
場
所
で
の
給
水

や
給
水
タ
ン
ク
車
に
よ
る
運
搬
給

水
を
行
う
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
。

そ
れ
に
、隣
接
す
る
東
部
水
道
企

業
団
と
は
連
絡
管
で
つ
な
が
っ
て

い
て
、お
互
い
に
水
を
融
通
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

で
は
、
皆
さ
ん
が
家
庭
で
で
き

る
災
害
対
策
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
。

■
飲
料
水
の
確
保　

命
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
水
の
量
は
1
人

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
。
最
低
で
も
３
日
分
は
確
保

し
て
お
こ
う
。
一
般
的
に
、
水
道

水
は
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い

風
通
し
の
良
い
場
所
に
ポ
リ
容
器

な
ど
に
入
れ
て
保
管
し
て
お
け
ば
、

３
日
程
度
は
保
存
で
き
る
ん
だ
。

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
ら
、
雑
用
水

に
使
用
し
、
入
れ
替
え
を
し
て
ね
。

■
お
風
呂
の
水
も
有
効　

残
り
湯

は
初
期
消
火
や
断
水
時
の
ト
イ
レ

の
流
し
水
な
ど
に
有
効
な
ん
だ
。

■
一
番
近
い
給
水
場
所
の
確
認　

避
難
場
所
は
給
水
場
所
。
自
宅
か

ら
一
番
近
い
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
こ
う
。

■
応
急
給
水
容
器
の
準
備　

清
潔

な
ポ
リ
容
器
な
ど
を
準
備
し
よ
う
。

持
ち
運
ぶ
こ
と
を
考
え
て
形
や
大

き
さ
を
選
ぼ
う
。

■
地
震
の
時
は
蛇
口
を
閉
め
る　

避
難
す
る
と
き
は
火
の
始
末
と
蛇

口
を
閉
め
よ
う
。
断
水
の
後
に
水

道
が
復
旧
し
た
と
き
に
家
の
中
が

水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
。

皆
さ
ん
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す

る
備
え
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

◎
問
い
合
わ
せ

　

水
道
局　

総
務
課

　

�　

・
１
３
３
０

３３
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市
で
は
、
市
民
・
事
業
者
の
皆

さ
ん
と
協
働
で
市
内
の
み
ど
り
を

創
り
、
守
っ
て
い
く
た
め
、『
佐
賀

市
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
』
を
９
月
１
日
に
施
行
し
ま

し
た
。（
当
面
は
旧
佐
賀
市
に
適
用

す
る
条
例
で
す
）

　

条
例
施
行
と
同
時
に
、
地
域
に

残
る
古
木
や
巨
木
を
子
ど
も
た
ち

の
世
代
へ
と
「
保
全
」
し
て
い
く

た
め
、「
保
存
樹
指
定
制
度
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
長
い
年
月
を
生
き
て

き
た
次
の
よ
う
な
樹
木
を
「
保
存

樹
」
と
し
て
指
定
し
、
所
有
者
の

方
と
一
緒
に
守
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
の
近
く
な
ど
に
該
当

す
る
樹
木
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
樹

　
「
緑
の
募
金
」秋
の
運
動
期
間
の

一
環
と
し
て
、
緑
の
少
年
団
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
で
街

頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

こ
の
募
金
を
森
林
の
整
備
や
公
民

館
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
地
域
に

密
着
し
た
緑
化
の
推
進
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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種
・
大
き
さ
・
場
所
等
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
く
方
法

は
限
定
し
ま
せ
ん
）

�
地
上　

�
の
高
さ
に
お
け
る
幹

1.2

の
周
囲
が
お
お
む
ね　

�
以
上
の

1.5

も
の

�
高
さ
が
お
お
む
ね　

ｍ
以
上
の

15

も
の

�
は
ん
登
性
樹
木（
フ
ジ
な
ど
）で

枝
葉
の
面
積
が
お
お
む
ね　

�
以

３０

上
の
も
の

�
�
〜
�
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の

※
い
ず
れ
も
健
康
状
態
が
良
く
、

樹
容
（
樹
木
の
す
が
た
）
が
美
し

い
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
美
術
・
工
芸
課
程
２

年
の
渋
江
修
平
で
す
。

　

今
回
の
ト
イ
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

ト
イ
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
自
体
が
持
つ

特
性
と
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
自
分
と

の
関
係
性
を
考
え
た
結
果
に
生
ま

れ
た
カ
タ
チ
で
す
。観
て
少
し
楽

し
く
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部　

　
　

美
術
・
工
芸
課
程

　
　

デ
ザ
イ
ン
専
攻　

２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

渋
江　

修
平

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

40

■日時
■申込期限
■その他

（1）の図解（3）の図解

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

緑
化
推
進
課

　

�　

・
７
１
６
４　

４０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

・
７
３
７
６

２６

諸富町産業祭会場�
での様子（9月18日） 

▲JR佐賀駅での様子（9月1日）

30�以上
����������

1.5�以上
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９
月　

日
、
佐
賀
市
国
際
交
流

１７

協
会
主
催
の
「
国
際
交
流
家
庭
料

理
講
座
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
紹
介
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
私
が

先
生
と
な
り
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的

な
家
庭
料
理
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
と
同
じ
で
ア
メ
リ
カ
で
も

代
表
的
な
食
べ
物
の
こ
と
を
話
す

と
き
、「
母
の
味
」
と
い
う
表
現
を

使
い
ま
す
。　

私
の
母
の
味
を
出

し
た
い
と
思
い
、
約　

人
の
参
加

２５

者
と
一
緒
に
挑
戦
！
シ
ェ
フ
で
も

な
い
私
が
料
理
の
先
生
に
な
る
の

は
ち
ょ
っ
と
不
安
！
で
も
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
お
い
し
い
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
が
で
き
ま
し
た
。

　

食
後
、
参
加
者
は
チ
ー
ム
対
抗

で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ

（
ア
メ
リ
カ
の
独
立
記
念
日
は
い

つ
で
す
か
。
正
解
：
７
月
４
日　

な
ど
）
に
挑
戦
！
楽
し
い
料
理
講

座
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
お
い
し
い
料
理
を

ソニア・コルバ 
アメリカ・ニューヨーク出身。 
平成17年7月25日付けで佐賀市 
国際交流員となる。 

作
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
講
座
の

最
終
目
的
は
相
互
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
、
そ
し
て
皆
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
で
し
た
。　

本
当
の
国
際
交
流

は
自
分
の
国
の
こ
と
ば
か
り
話
す

だ
け
で
な
く
、
他
人
の
話
を
聞
く

こ
と
も
重
要
で
す
。　
　

　

私
は
、
日
本
の
文
化
や
言
葉
を

勉
強
す
る
た
め
に
日
本
に
来
た
の

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
会
っ
て
意
見

を
交
換
し
、
皆
さ
ん
が
ど
う
し
て

国
際
交
流
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
は
い
ろ
ん
な
国
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
毎
日
の
よ
う
に

自
分
と
違
う
言
語
を
話
す
人
と
会

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
外
国
人
と

交
流
し
な
く
て
も
平
気
で
生
き
て

い
け
る
。
そ
れ
で
も
外
国
人
と
交

流
す
る
の
は
、
海
外
旅
行
、
学
校

の
英
語
の
授
業
、
ま
た
は
外
国
か

ら
来
た
友
人
が
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
。

　

最
近
友
達
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー

に
、
ア
メ
リ
カ
人
、
カ
ナ
ダ
人
、

日
本
人
が
集
ま
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
も
国
際
交
流
を
進
め

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
に
来
る
人
、
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
で
外
国
人
と
楽
し
む
人
、

英
会
話
に
通
う
人
。

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
国
際
交
流

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
う
れ
し

く
な
り
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

人工股関節手術を受け、歩行時に杖が必要だった
永石さん。昨年の5月から「きれいな姿勢で歩く！」
を目標に、プールで水中運動を始められ、今では
スタジオで踏み台運動をするまでに回復されました。 

　踏み台運動を1日20分、週に２回
継続し、体脂肪率、体重、血圧が低
下し、洋服も2サイズダウン！ 
　踏み台運動を始めてから約６カ月、
特別な機器を使った運動ではないで
すが、今では脚力もつき「きれいな
姿勢」で歩けるようになるなど、運
動効果を実感しています。 

34％ 

32％ 

30％ 

28％ 

26％ 

24％ 

33％ 

しお　り 

28％ 

開始直後 6ヵ月後 

　

国
道
４
４
４
号
線
を
佐
賀
方
面

か
ら
西
に
向
か
っ
て
久
保
田
橋
を

渡
り
、
約
１
�
進
む
と
緑
色
の
屋

根
を
し
た
「
味
ら
ん
館
」（
み
ら
ん

か
ん
）
が
あ
り
ま
す
。

　

有
明
海
の
海
産
物
や
野
菜
の
他

に
、
肉
類
、
果
物
、
パ
ン
等
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
敷
地
内
に

は
、
Ｊ
Ａ
直
営
の
焼
肉
レ
ス
ト
ラ

ン
「
与
羅
ん
館
」
や
貸
し
農
園
も

あ
り
ま
す
。

■
営
業
時
間

　

９
時
〜　

時　

分
ま
で

１７

３０

■
定
休
日

　

お　

盆
（
８
月　

日
〜　

日
）

１４

１６

　

年
末
年
始（　

月　

日
〜
１
月
４
日
）

１２

３１

　

み
ど
り
の
日　

体
育
の
日

■
駐
車
場

　

普
通
車　

台
、
大
型
バ
ス
等
５
台

60

◎
問
い
合
わ
せ

　

久
保
田
町
役
場　

産
業
課
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嘉
瀬
川 

佐
賀
銀
行 久保田町 

役場 

久保田町漁協 

国道444号線 

国道207号線 
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